Good Luck ~幸運とは〜
　　　　　　　　　　　　　茨城キリスト高校留学生　サシャ　ニールセン　（オーストラリア）
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　皆さん、こんにちは。私は、サシャ　ニールセンです。3月にオーストラリアから来ました。茨城キリスト高校の交換留学生です。今日は「幸運」について発表したいと思います。
　かつて、トーマス　ジェファーソンは言いました。「私は運を信じている。一生懸命働けば、それだけたくさんの幸せが手に入る」と。では「運」とは何でしょう？　辞書には「偶然のめぐりあわせ」と書いてありますが、そうでしょうか？
　私は、子供の時から、運が悪いと思ってきました。小学生の時、結婚式のフラワーガールになりたいと、思っていました。友達が、フラワーガールをした時、とても楽しそうだったからです。でも、私は親戚のお葬式に参列したり、悲しい経験の方が多くて、憧れのフラワーガールにはなれませんでした。「ああ、私は運が悪い」と思いました。日本に来た当初は、ホストファミリーとうまくいかず、ひどいホームシックになりました。「ああ、私はつきに見放された」と思いました。次のホストファミリーもなかなか見つからず、不安で辛い経験でした。親友ができても、なぜか皆遠くへ行ってしまいました。時には海外へ。いつも一緒だった友達がいなくなり寂しかった。私は「運が悪い！」と思いました。出会っても、すぐに別れてしまう事がたびたびありました。人と親しい関係を築く事が恐くなり、避けるようになりました。
　「運が悪い事ばかり」とずっと思い込んでいたのですが、今は違います。子供の時から命のはかなさに触れたおかげで、分別のある大人に成長できました。新しいホストファミリーが見つかるまで、自分で何もできませんでしたが「それが人生だ」と思えるようになりました。海外へ行った友達から様々な文化を学べます。視野が広がりました。それに仲の良い人だけでなく色々な人達と交流しようと思いました。友達や知り合いの輪がどんどん広がっていきました。
　辛い経験を変える事はできません。それが人生です。大切なのは、そこから何を学んだかということ、そして、マイナス経験を、前向きにプラスに変える事です。それができるかどうかが、幸運な人か不運な人かの分かれ道だと思います。
　1960年代に活躍した、アメリカのコメディアン、Lucille Ballも言っています。「運を天に任せる、時が経てば運が向いてくる、なんて信じていません。人気者になった私は、あの人は他の人より運が良かっただけ、と言われました。でも、一生懸命努力して、何がチャンスで、何がチャンスでないかを見極める事が大切なんです。幸運は自分で掴むものよ。」と。
　私達は、自分の力で幸運になれるのです。最悪だと思った事も、自分の力で乗り越えられます。ですから、思い切ってトライしてみましょう！　人生を前向きに考えて、持っているものに感謝しましょう！　そうすれば、きっと幸運な日が訪れるでしょう。
　皆さんにも、グッド　ラックを！！！　ありがとうございました。
